
「士
」
と

「土
」
の
書
き
分
け
に
つ
い
て

は

じ

め

に

士
は
二
本
の
横
画
の
上
を
長
く
書
き
、
土
は
二
本
の
横
画
の
下
を
長
く
書
く
。
そ

う
書
か
な
け
れ
ば
誤
字

（
×
）
と
な
る
。
常
用
漢
字
の
中
に
は

（以
下
、
常
用
漢
字

の
範
囲
内
で
考
察
す
る
）
、古
や
喜
、
基
や
寺
の
よ
う
に
印
刷
文
字
の
字
形
で
は
、
「士
」

「
土
」
の
形
を
部
分
と
し
て
持
つ
漢
字
が
多
数
あ
る
。
そ
の

「士
」
「
上
」
は
印
刷
文

字
の
字
形
の
と
お
り
に
書
き
分
け
な
い
と
誤
字
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

国
語
の
教
員
は
、
日
常
的
に
小
テ
ス
ト
や
定
期
テ
ス
ト
で
漢
字
の
書
き
取
り
を
出

題
し
、
採
点
し
て
い
る
。
そ
の
時
、
「
士
」
と

「
土
」
の
書
き
分
け
を
、
ど
う

い
う

基
準
で
採
点
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
．
印
刷
文
字
の
字
形
の
と
お
り
に
書
き
分
け
な
い

と

×
と

い
う
基
準
で
、
採
点
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
基
準
は
、

は
た
し
て
正
し
い
と

い
え
る
の
か
。
寺
を
上
す
と
、
寸
の
上
の

「
土
」
を

「
士
」
の

よ
う
に
書
く
の
は
、
ご
く

一
般
的
な
書
き
方
で
あ
る
っ
教
員
自
身
そ
う
書
い
た
り
は

し
な
い
の
か
。
牛
丼
の
音
野
屋
の
吉
は
、
国
の
上
が

「
士
」
で
な
く

「
土
」
で
あ
る
。

ニ
ロ
と
書

い
た
ら
×
な
の
か
。

常
用
漢
字
表
に
示
さ
れ
た
字
体
が
、
現
在
の
日
本
の
正
字
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
ど
こ
ま
で
厳
密
に
そ
の
字
形
の

と
お
り
に
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
こ
の
小
論
で
、
「
士
」
と

「
土
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

以
下
に
示
し
た
解
字
は
、
主
に

〓新
漢
語
林
　
第
二
板
一
（大
修
館
書
店
）
で
調
べ
、
一広
漢
和
辞
典
‐・．
（大
修

館
書
店
）
で
そ
れ
を
補

っ
た
．
ま
た
傍
線
部
は
‐‥‥１
川
静

一宇
続
一
（平
凡
社
）、
波
線
部
は
加
藤
常
賢

一漢
字

の
起
原
一
（角
川
書
店
）
に
示
さ
れ
た
解
字
で
あ
る
‥

県
立
塩
沢
商
工
高
等
学
校
教
論

―
●
　

　

―
■

寺
ノ

　

＝
＝

■
１
′

↓
ノ

「士
」
の
形
が
内
に
あ
る
常
用
漢
字

（二
三
字
）

〓Ｌ

士
は
全
文
で
わ
か
る
よ
う
に
、
あ
る
種
の
ま
さ
か
り
の
象
形
で
、
ま
さ
か
り
を

持

つ
よ
う
な
男
性
の
意
味
を
表
す
。

Ｌ
Ｌ
ｒ
‥
．

仕
は
人
＋
士

（音
符
）
の
形
声
文
字
ぅ

士
日
・
士
心
。
こ仏
・
士冗
。
一月
・
士τ
・
章
ロ

吉
は
士

十
日
の
会
意
文
字
．
士
は
、
甲
骨
文

・
金
文
で
は
、
お
の

（斧
）
な
ど

の
刃
物
の
象
形
．
回
は
、
め
で
た
い
こ
と
を
祈
る
こ
と
ば
の
意
味
．
の
り
と
の

上
に
、
そ
の
内
容
を
確
保
す
る
た
め
の
刃
物
を
、
ま
じ
な
い
と
し
て
置
く
さ
ま

か
ら
、
め
で
た
い
の
意
味
を
表
す
。
　

志
は
心
十
士
〔些
〕
（音
符
）
の
形
声
文
字
ぅ

虫

（之
）
は
、
ゆ
く
の
意
味
（Ｉ

′し、
の
ゆ
き
向
か
う
こ
と
、
こ
こ
ろ
ざ
す
の
意
味

を
表
す
。
虫
は
、
上

十
一
の
指
事
文
字
．
止
は
あ
し
の
意
三

は
出
発
線
を
示
す

、^

出
発
線
か
ら
い
ま
に
も

一
歩
を
ふ
み
だ
し
い
こ
う
と
す
る
こ
と
を
示
す
。．
　

壮

は
壮
の
新
字
体
。
社
は
士
■
月

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
月
は
、
な
が
い
の
意
味
．

背
た
け
の
高
い
男
の
意
味
を
表
し
、
転
じ
て
、
さ
か
ん
の
意
味
を
表
す
，
　

売

は
賣
の
新
字
体
．
象
文
は
、
出
＋
買

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
買
は
、
あ
き
な

う
の
意
味
．
買
が
、
か
う
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
た
め
、
区
別
し
て
、
出
を
付

し
、
う
る
の
意
味
を
表
す
。
　

声
は
撃
の
新
字
体
．
象
文
は
、
耳
十
段

（音
符
）
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の
形
声
文
字
．
段
は
、
中
国
の
古
代
の
楽
器
で
、高

い
音
の
す
る
、
け
い
の
意
味
．

耳
に
達
す
る
高
い
音

・
こ
え
の
意
味
を
表
す
。
常
用
漢
字
の
声
は
、
省
略
体
と

し
て
の
俗
字
に
よ
る
Ｄ
　

壱
は
壼
の
新
字
体
ご
象
文
は
、
壷

＋
吉

（音
符
）
の

形
声
文
字
．
吉
は
、
め
で
た
さ
を
た
も

つ
の
意
味
。
壺
は
、
つ
ぼ
の
意
味
３
つ

ぼ
を
密
閉
し
て
酒
を
発
酵
さ
せ
る
さ
ま
か
ら
、
事
が
成
功
す
る
よ
う
に
力
を
保

ち
、
力
を
こ
ら
す

。
も

っ
ば
ら
に
す
る
の
意
味
を
表
す
。
壺
は
蓋

つ
き
の
つ
ぼ

の
象
形
３
常
用
漢
字
の
壱
は
俗
字
に
よ
る
。
　

喜
は
童

十
日
の
会
意
文
字
。
童

は
、
掛
け
た
打
楽
器
の
象
形
ｃ
日
は
、
祈
り
の
こ
と
ば
の
意
味
．
楽
器
を
打
ち

神
に
祈
り
、
神
を
楽
し
ま
せ
る
意
味
か
ら
、
よ
ろ
こ
ぶ
の
意
味
を
表
す
。

こ
の
漢
字
の
中
で
古
と
社
の

「
士
」
の
部
分
だ
け
が
字
源
的
に
士
で
あ
る
。
吉
は
今

で
も
上
口
と
書
か
れ
る
し
、
壮
も
歴
史
的
に
は
れ
と
も
書
か
れ
て
き
た
。
志
の

「
士
」

の
部
分
は
、
字
源
的
に
は
寺
の

「
土
」
の
部
分
と
同
じ
ｃ
志
は
今
で
も
上
だ
と
書
か

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

誌

・
結

・
詰

・
荘

・
装

・
続

・
読

・
鼓

・
膨

・
殻

・
穀

・
款

・
隷

・
樹

誌
は
言
＋
志

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
　

結
は
糸

＋
吉

（音
符
）
の
形
声
文
字
。

吉
は
、
緊
に
通
じ
、
し

つ
か
り
し
め
る
の
意
味
ｃ
糸
を
し
つ
か
り
む
す
び
あ
わ

せ
る
の
意
味
を
表
す
。
　

詰
は
言
＋
吉

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
　

荘
は

十
＋

壮

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
壮
は
、
さ
か
ん
の
意
味
。
草
の
生
長
が
さ
か
ん
で

あ
る
の
意
味
を
表
す
。
　

装
は
衣

＋
壮

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
壮
は
、
倉
に

通
じ
、
し
ま
う

・
か
く
す
の
意
味
。
衣
服
で
身
を
つ
つ
む

・
よ
そ
お
う
の
意
味

を
表
す
。
　

続
は
績
の
新
字
体
．
績
は
糸

十
賣

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
責
は
、

属
に
通
じ
、
つ
づ
く
の
意
味
．
糸
が
つ
づ
く
さ
ま
か
ら
、
つ
ぐ

。
つ
づ
く
の
意

味
を
表
す
。
責
は
金
文
は
、
貝

十
直
の
会
意
文
字
。
直
は
、
直
視
す
る
の
意
．

あ
い
手
を
直
視
し
、
目
を
く
ら
ま
せ
迷
わ
せ
て
品
物
を
う
り
つ
け
る
、
ま
た
は
、

買
い
と
る
の
意
Ｌ
歩
き
な
が
ら
品
物
を
ほ
め
て
売
る
の
意
を
表
す
っ
象
文
は
そ

の
変
形
に
よ
る
．
　

読
は
讀
の
新
字
体
．
讃
は
言
＋
賣

（音
符
）
の
形
声
文
字
、

鼓
は
宣
十
支
の
会
意
文
字
．
宣
は
、
つ
づ
み

・
た
い
こ
の
象
形
．
支
は
、
手

に
ば
ち
を
持

っ
て
う

つ
さ
ま
，^

膨
は
肉

＋
彰

（音
符
）
の
形
声
文
字
Ｅ
彰
は
、

つ
づ
み
の
音
の
形
容
で
、
ふ
く
れ
る
の
意
味
し
彰
は
宣
十
多
の
会
意
文
字
じ

殻
は
象
文
は
、
交

＋
虫同

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
言
は
、
中
が
か
ら
に
な

っ
て

い
る
物
の
象
形
。
ル又
は
、
た
た
く
の
意
味
。
た
た
い
て
実
を
と
り
だ
し
た
、
か

ら
の
意
味
を
表
す
っ
　

穀
は
禾

＋
殻

（音
符
）
の
形
声
文
字
‐
殻

（殻
の
本
字
）

は
中
味
の
な
い
外
皮
、
か
ら
の
意
味
。
か
ら
を
か
ぶ
つ
た
も
み
、
穀
物
の
意
味

を
表
す
。
　

款
は
欠

十
一示

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
欠
は
、
大
き
な
口
を
あ
け

た
人
の
象
形
。
宗
は
祟
と
も
奈
と
も
．
祟
は
、
た
た
り
の
意
味
．
奈
は
、
紅
色

の
り
ん
ご
の
意
味
。
人
が
何
か
の
対
象

（祟

・
奈
）
に
対
し
て
、
開
放
的
に
大

き
な
目
を
あ
け
、
し
か
も
、
か
ざ
り
け
が
な
い
さ
ま
か
ら
、
よ
ろ
こ
ぶ
・ま
こ
と
・

親
し
む
の
意
味
を
表
し
、
声
を
出
し
な
が
ら
間
を
た
た
く
の
意
味
を
表
す
。
ま

た
、
鐘
鼎
な
ど
に
口
を
あ
け
る
、
き
ざ
む
の
意
味
や
刻
ま
れ
た
法
律
文
の
条
項

の
意
味
も
表
す
。
こ
の
字
に
は
意
味
の
多
様
と
字
形
の
不
明
が
原
因
し
て
定
説

が
な

い
。
ま
た
款
は
票
と
欠
と
に
従

つヽ
会
意
文
字
。
宗
は
祟
の
簡
体
。
崇
は
呪

能
を
も

つ
獣
の
形
で
、
者
が
そ
の
象
形
。
（白
川
）

隷
は
求

＋
奈
の
会
意
文

字
．
求
は
、
と
ら
え
る
の
意
味
．
奈
は
、
古
文
で
は
祟
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味

は
わ
か
ら
な
い
。
罪
人
や
異
民
族
を
と
ら
え
て
、
し
も
べ
と
す
る

・
し
た
が
わ

せ
る
の
意
味
を
表
す
。
ま
た
隷
は
祟
と
巾
と
手
と
に
従
う
会
意
文
字
．
の
ち
の

字
形
は
、
そ
れ
よ
り
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
崇
の
初
形
は
者
、
出示
を
な
す
呪

霊
を
も

つ
獣
の
形
↓
（白
川
）

樹
は
木

＋
封

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
音
符

「士」と「土」の書き分けについて

16



国語研究 第六十集

の
封
は
、
樹
の
原
字
で
、
甲
骨
文
で
は
、
木

＋
寸

＋
豆

（音
符
）
．
寸
は
、
手

の
象
形
ｔ
音
符
の
豆
は
、
安
定
し
て
立

つ
た
か
つ
き
の
象
形
ｃ
樹
木
や
農
作
物

を
手
で
立
て
て
安
定
さ
せ
る
、
う
え
る

。
た
て
る
の
意
味
を
表
す
。

こ
の
漢
字
の
中
で
結
・詰
・荘
・装
の

「士
」
の
部
分
だ
け
が
、
字
源
的
に
は
士
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら

「
士
」
の
形
が
内
に
あ
る
常
用
漢
字
二
三
字
の
中
で
、
字
源
的

に
そ
の

「
士
」
が
士
で
あ
る
の
は
、
士

・
仕

・
吉

・
結

・
詰

・
壮

二
壮
・
装
の
人
字

で
あ
る
。
そ
の
人
字
の
中
で
、
「
士
」
の
部
分
を
明
確
に
上
の
横
画
を
長
く
、
下
の

横
画
を
短
く
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
字
は
、
士
と
仕
の
二
字
だ
け
で
あ
る
と
私
は

考
え
る
。
（仕
は
「士
」
の
部
分
が
音
符
の
形
声
文
字
で
、仕
を
シ
と
読
む
こ
と
か
ら
じ

吉
と
壮
の

「
士
」
は
字
源
的
に
は
士
で
あ

っ
て
も
、
ニ
ロ
・
れ
と
書
か
れ
る
こ
と
は

前
記
し
た
。
当
然
そ
れ
は
吉

・
壮
を
部
分
と
し
て
持
つ
結

・
詰

・
荘

・
装
に
も
当
て

は
ま
る
っ
そ
の
他
の
漢
字
は
字
源
か
ら
み
て
、
ど
う
し
て
も

「
士
」
と
上
の
横
画
を

長
く
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
原
田
種
成
は

「漢
字
小
百
科

辞
典
」

（三
省
堂
）
の
中
で
、
「
「天

・
吉

・
志

・
喜

・
舞

・
親

・
封
』
な
ど
、
上
の

横
棒
を
長
く
書
く
か
短
く
書
く
か
は
好
み
で
あ
り
、
自
由
で
あ
り
誤
り
で
は
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
っ

「土
」
の
形
が
内
に
あ
る
常
用
漢
字

（
一
一
人
字
）

土
上
は
象
形
文
字
で
、
甲
骨
文
で
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
土
地
の
神
を
祭
る
た
め

に
柱
状
に
国
め
た
上
の
形
に
か
た
ど
り
、
上
の
意
味
を
表
す
。

土
が
字
の
右
部

（芳
の
位
置
）
に
あ
る
漢
字

吐

。
社
吐
は
目
＋
土

（音
符
）
の
形
声
文
字
ｔ
　
社
は
示

＋
土

（音
符
）′
の
形
声
文
字
，

土
は
、
農
民
が
共
同
で
祭
る
農
耕
地
の
神
の
意
味
・〕
土
が
、
つ
ち
の
意
味
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
‥
示
を
付
し
て
、
区
別
し
た
。

土
が
字
の
下
部

（脚
の
位
置
）
に
あ
る
漢
字
１

基

・
型

・
堅

・
墾

・
塞

・
塾

・
塑

・
堕

。
墜

・
塗

。
堂

・
壁

・
墓

ｉ

■

黎

基
か
ら
塁
ま
で
の
十
五
字
は
、
全
て
上
十
■

（音
符
）
の
形
声
文
字
．

土
が
字
の
下
部

（脚
の
位
置
）
に
あ
る
漢
字
２

至
至
は
矢
が
地
面
に
つ
き
さ
さ

っ
た
さ
ま
か
ら
、

い
た
る
の
意
味
を
示
す
指
事
文

字
っ
ま
た
矢
の
倒
形
と

一
と
に
従
う
。　
一
は
矢
の
到
達
点
。
そ
こ
に
矢
の
至
る

こ
と
を

い
う
。
（白
川
）

至
の

「
上
」
は
、字
源
的
に
は
土
で
は
な
い
。
至
の
部
首
は
上
で
は
な
く
至
で
あ
る
．

土
が
字
の
下
部

（ほ
ぼ
脚
の
位
置
）
に
あ
る
漢
字

室

・
窒

・
茎

室
は
｛
＋
至

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
　
窒
は
穴
十
至

（音
符
）
の
形
声
文
字
し

茎
は
童
の
新
字
体
。
輩
は

十
■
里

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
菫
は
、
は
た
お
り

の
た
て
い
と

の
象
形
で
、
ま

っ
す
ぐ
で
強

い
の
意
味
っ
ま
た
三
は
た
て
糸
を
張

っ

た
形
．
下
部
の
Ｉ
の
形
は
、
経
糸
の

一
端
を
巻
き

つ
け
る
横
木
で
的
江
と
い
わ
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「士」と「t」 の書き分けについて

れ
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
（白
川
）

室

，
窒
の

「
土
」
も
、
茎
の

「
土
」
も
字
源
的
に
上
で
は
な
い
。

土
が
字
の

に
あ
る
漢
字

圧

・
在
圧
は
堅
の
新
字
体
ｃ
墜
は
土
十
厭
（音
符
）
の
形
声
文
字
．

在
は
士

十
才
（音
符
）

の
形
声
文
字
．
才
は
、
川
の
は
ん
ら
ん
を
せ
き
と
め
る
た
め
の
良
質
の
本
の
象

形
ｃ
士
は
、
ま
さ
か
り
の
象
形
。
と
も
に
災
害
か
ら
人
を
守

っ
て
、
存
在
さ
せ

る
も
の
の
意
味
か
ら
、
あ
る
の
意
味
を
表
す
，
象
文
は
、
士
が
土
に
変
形
し
た
。

圧
は
駆
の
新
字
体
な
の
で
、
圧
の

「
上
」
は
字
源
的
に
は
土
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

在
の

「
土
」
は
字
源
的
に
は
士
で
あ
る
。

土
が
字
の
右
下
の
位
置
に
あ
る
漢
字

（佳

・
涯

・
崖
は
土
が
二
つ
あ
る
）

煙

。
経

・
径

・
軽

・
怪

。
陛

・
陸

・
睦

。
挫

・
座

・
粧

・
佳

・
涯

・
崖

・
屋

。
握

煙
は
火

十
三
（青
符
）
の
形
声
文
字
，
亜
は
、
か
ま
ど
か
ら
出
る
け
む
り
の
象
形
．

経
は
経
の
新
字
体
。
経
は
糸

＋
菫

（音
符
）
の
形
声
文
字
，
　

径
は
径
の
新
字

体
．
征
は
イ
＋
里

（音
符
）
の
形
声
文
字
ぅ
　

軽
は
軽
の
新
字
体
．
軽
は
車

＋

菫

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
　
怪
は
十

＋
土
＋
又

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
土
は
、

土
地
の
神
の
象
形
〓
又
は
、
右
手
の
象
形
．
触
れ
て
は
い
け
な
い
土
地
の
神
の

上
に
有
手
を
置
き
、
異
常
な
心
理
状
態
と
な
る
、
あ
や
し
む
の
意
味
を
表
す
ぅ

陛
は
Ｆ
＋
些

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
生
は
■
＋
比

（音
符
）
の
形
声
文
字
．

比
は
、
な
ら
ぶ
意
．
土
地
が
つ
ら
な

っ
て
い
る
意
を
表
す
。
　
陸
は
Ｆ
十
圭

（音

符
）
の
形
声
文
字
．
空
は
つ
ら
な
る
き
の
こ
の
意
味
を
表
す
。
連
な
り
生
え
る

き
の
こ
の
よ
う
な
、
高
地

・
お
か
の
意
味
を
表
す
。
ま
た
圭
は
神
を
迎
え
る
幕

舎

の
形
ｃ
神
梯

の
前
に
そ
の
幕
舎
を
設
け
、
高
平
の
地
で
神
を
向
か
え
祀
る
こ

と
を
示
す
字
。
（自
川
）

睦
は
日
＋
を

（音
符
）
の
形
声
文
字
，
　

挫
は
才

十

坐

（青
符
）
の
形
声
文
字
っ
坐
は
土
＋
人
＋
人
の
会
意
文
字
ｒ
向
き
あ
う
二
人

が
土
に
ひ
ざ
を
つ
け
て
す
わ
る
さ
ま
か
ら
、
す
わ
る
の
意
味
を
表
す
。
　

座
は

庫

＋
坐

（青
符
）
の
形
声
文
字
、、

粧
は
米
＋
庄

（音
符
）
の
形
声
文
字
（′
庄

は
虐

十
壮

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
壮

（壮
）
は
士
＋
月

（音
符
）
の
形
声
文

字
。
　

佳
は
人
＋
上上

（音
符
）
の
形
声
文
字
〓
圭
は
縦
横
の
線
を
重
ね
て
、
幾

何
学
的
な
製
図
の
さ
ま
に
か
た
ど
り
、
上
が
円
錐
形
、
下
が
方
形
の
上
の
意
味

を
表
す
象
形
文
字
ゥ
　

涯
は
，
十
圧

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
圧
は
Ｆ
＋
土

（音

符
）
の
形
声
文
字
。
　

崖
は
山
十
圧

（音
符
）
の
形
声
文
字
っ
　

屋
は
Ｆ
十
至

の
会
意
文
字
。
　

握
は
十

＋
屋
の
形
声
文
字
、「

こ
の
漢
字
の
中
で

一
土
」
の
部
分
が
字
源
的
に
見
て
確
実
に
上
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
は
、
怪

・
陛
と
挫

・
座
だ
け
で
あ
る
。
粧
の

「
土
」
は
字
源
的
に
は
士
で
あ
る
．̈

佳
は
歴
史
的
に
は
佳
ｒ
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
．

土
が
字
の
左
下
の
位
置
に
あ
る
漢
字

（封
は
土
が
二
つ
あ
る
）

致

。
到

・
毀

・
封

致
は
久

十
至

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
女
は
、
下
向
き
の
足
の
象
形
で
、
ひ
き

か
え
す
の
意
味
。
お
く
り
と
ど
け
る
の
意
味
を
表
す
。
常
用
字
の
致
は
久
を
父

に
書
き
誤

っ
た
俗
字
に
よ
る
。
　

到
は
至
＋
け

（音
符
）
の
形
声
文
字
。

毀
は
土

十
段
省

（青
符
）
の
形
声
文
字
こ
毀
は
、
う
す
で
米
を

つ
く
の
意
味
。

上
を
つ
き

つ
ぶ
す
さ
ま
か
ら
、
こ
わ
す
の
意
味
を
表
す
。
　

封
は
上
十
寸

＋
キ

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
キ

（左
上
の

「
土
」
）
は
、
草
が
密
生
す
る
さ
ま
か
ら
、



寄
り
集
ま
る
の
意
味
，
上
を
寄
せ
集
め
て
盛
る
さ
ま
か
ら
、
盛
り
上
の
意
味
を

表
す
。
ま
た
、
盛
り
上
を
し
て
境
界
を
作
り
、
領
上
を
与
え
て
諸
侯
と
す
る
の

意
味
を
も
表
す
、′

こ
の
漢
字
の
中
の
「土
」
の
部
分
が
字
源
的
に
見
て
上
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

毀
と
封
の
左
下
の

「土
」
で
あ
る
。
封
の
左
上
の

「上
」
は
上
で
は
な
い
。

土
が
字
の
中
央
の
下
部
に
あ
る
漢
字

（街

・
掛
は
土
が
二
つ
あ
る
）

倒

・
緻

・
街

。
掛

倒
は
イ

＋
到

（音
符
）
の
形
声
文
字
．

街
は
行

十
圭

（音
符
）
の
形
声
文
字
。

卦
は
卜

＋
圭

（音
符
）
の
形
声
文
字
。

こ
の
漢
字
の
中
の

「
土
」
の
部
分
は
、
字
源
的
に
は
ど
れ
も
上
で
は
な
い
。

土
が
字
の
中
心
に
あ
る
漢
字

周

。
舎
周
は
指
事
文
字
．
甲
骨
文

・
金
文
は
、
方
形
の
箱
ま
た
は
鐘
な
ど
の
器
物
に
彫

刻
が

い
ち
め
ん
に
施
さ
れ
て
い
る
さ
ま
か
ら
、
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
の
意
味

を
表
す
。
金
文

・
象
文
で
日
が
付
く

の
は
、
気
持
ち
を
ゆ
き
と
ど
か
せ
て
祈
る

さ
ま
を
示
す
ｃ
ま
た
周
は

と

口
と
に
従
う
。
日
は
方
形
の
盾
に
文
様

の
あ
る

昭
川
副
び
、
祝
蒋
を
収
め
る
器
の
形
ｃ
（白
川
）

舎
は
合
の
新
字
体
。
舎

は
口
＋
余

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
心
身
を
の
び
や
か
に
し
て
、
や
ど
る
の
意

味
を
表
す
。
日
は
、
あ
る
場
所
を
示
す
。
余
は
象
形
で
、
甲
骨
文
、
金
文
と
も
、

先
の
鋭

い
除
草
具
の
象
形
で
、
自
由
に
の
び
る
の
意
味
を
表
す
。
ま
た
舎
は
把

手
の
あ
る
針
器
と
日
と
に
従
う
。
日
は
Ｕ
で
祝
薄
を
収
め
る
器
、
そ
の
器
の
上

か
ら
、
長
い
針
器
で
こ
れ
を
突
き
刺
す
形
。
こ
れ
に
よ

っ
て
祝
蒔
の
呪
能
は
や

ぶ
ら
れ
、
そ
の
呪
能
を
失
う
の
で
、
捨
て
る
意
と
な
る
。
す
な
わ
ち
合
は
捨
の

初
文
，
い
ま
の
常
用
漢
字
は
、
針
先
を
切

っ
て
器
に
達
せ
し
め
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、字
の
構
造
的
な
意
味
は
失
わ
れ
て
い
る
。
（白
川
）
ま
た
合
は
日
十
余
（音

符
）
の
形
声
文
字
Ｆ
余
は
オ
立
し
た
傘
の
ご
と
き
形
の
安
徐
す
る
亭
屋
で
あ
る
。

（加
藤
）

周

・
舎
が
内
に
あ
る
漢
字

週

・
彫

・
調

・
捨

・
舗

週
は
通ヽ
十
周

（音
符
）
の
形
声
文
字
（、

彫
は
多

＋
周

（音
符
）
の
形
声
文
字
（．

調
は
言
＋
周

（音
符
）
の
形
声
文
字
′）

捨
は
オ

＋
舎

（音
符
）
の
形
声
文
字
．

舗
は
象
文
は
、
金

＋
甫

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
金
を
改
め
て
舎
と
し
、
常
用

漢
字
で
は
こ
の
舗
を
用
い
る
。

こ
の
漢
字

の
中
の

「
土
」
の
部
分
は
、
ど
れ
も
字
源
的
に
は
上
で
は
な

い
。

土
が
字
の
上
部
に
あ
る
漢
字

猿

・
去

・
幸

・
倣

・
寺

。
赤

・
走

・
達

・
陵

・
勢

猿
は
ぢ
＋
衰

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
衰
は
土

（止
）
＋
目
＋
衣
省
の
会
意
文
字
．

止
は
、
足
あ
と
の
象
形
で
、
あ
る
く
意
味
。
今
、
土
に
変
形
し
た
。
日
は
、
あ

る
王
の
象
形
．
衣
服
の
中
に
工
を
入
れ
、
旅
だ
ち
の
安
全
を
い
の
る
さ
ま
か
ら
、

と
お
ざ
か
る
の
意
味
を
表
す
。
　

去
は
大

十
ム
の
会
意
文
字
３
大
は
、
ひ
と
の

象
形
。
ム
の
部
分
は
、
甲
骨
文
で
は
、
日
で
、
い
の
り
の
こ
と
ば
の
意
味
じ
祈

っ

て
人
に
つ
い
た
け
が
れ
を
除
去
す
る
、
さ
る
の
意
味
を
表
す
。
幸
は
手
か
せ
の

緻
は
糸
＋
致

（音
符
）
の
形
声
文
字
。

掛
は
オ
＋
卦

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
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象
形
．
さ
い
わ
い
に
も
手
か
せ
を
は
め
ら
れ
る
の
を
ま
ぬ
か
れ
て
、
し
あ
わ
せ

の
意
味
を
表
す
。
　

倣
は
人
＋
放

（青
符
）
の
形
声
文
字
。
放
は
出

＋
放
の
会

意
文
字
ぅ
出
は
、
で
る
の
意
味
．．
放
は
、
と
き
は
な
す
の
意
味

Ｉ̈
目
由
に
出
遊

ぶ
の
意
味
を
表
す
。
転
じ
て
、
お
ご
る
の
意
味
に
用
い
る
３
　

寺
は
寸

十
虫
（音

符
）
の
形
声
文
字
し
寸
は
、手
の
象
形
．
山
は
、上
に
通
じ
、と
ど
ま
る
の
意
味
。

法
を
持
し
て
役
人
が
駐
在
す
る
と
こ
ろ
、
役
所
の
意
味
を
表
す
‐′
仏
教
伝
来
以

後
、
て
ら
の
意
味
を
表
す
（）

赤
は
大

＋
火
の
会
意
文
字
。
大
は
、
人
の
象
形
３

火
の
光
を
浴
び
る
人
の
さ
ま
で
、
あ
か
い
の
意
味
を
表
す
．
　

走
は
夭

十
止
の

会
意
文
字
．
夭
は
、
は
じ
る
人
の
姿
の
象
形
．
止
は
あ
し
の
意
味
（、

達
は
辻

十
李

（音
符
）
の
形
声
文
字
っ
傘
は
羊

十
大

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
李
は
、

の
び
や
か
に
は
ね
ま
わ
る
小
羊
の
意
味
。
の
び
や
か
に
す
す
む
の
意
味
．
ま
た

達
は
こ

＋
李

（青
符
）
の
形
声
文
字
．
李
は
大
き
な
母
羊

の
後
ろ
か
ら
、
小
羊

が
生
ま
れ
落
ち
る
形
。
大
は
こ
の
字
に
お
い
て
は
、
母
羊
を
後
ろ
か
ら
み
た
形

で
あ
る
。
（白
川
）

陵
は
Ｆ

（自
）

＋
菱

（音
符
）
の
形
声
文
字
ぅ
菱
は
高

い
地
を
こ
え
る
の
意
味
っ
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
お
か
の
意
味
を

表
す
。
甲
骨
文
は
、自

（お
か
）

＋
尭

（足
を
あ
げ
る
人
）
＋
久

（あ
し
あ
と
）

衰

・
去

・
幸

・
寺

・
赤

・
走

。
数
が
内
に
あ
る
漢
字

園

。
遠

・
蓋

・
却

・
脚

。
法

・
執

・
摯

・
報

・
詩

・
侍

・
持

。
時

。
待

・
等

・
特

・

嚇

・
赦

・
越

・
起

。
趣

。
超

・
赴

。
徒

・
熱

園
は
日
＋
哀

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
　

遠
は
Ｌ

＋
哀

（音
符
）
の
形
声
文
字
‘

蓋
は

一
＋
蓋

（音
符
）
の
形
声
文
字
，
蓋
は
、
お
お
う
の
意
味

三
早
を
編
ん
で

作

っ
た
、
お
お
い
の
意
味
を
表
す
。
蓋
は
象
形
ｒ
物
を
の
せ
た
皿
に
ふ
た
を
し

た
形
．
　

却
は
１１
＋
去

（音
待
）
の
形
声
文
字
↑
　

脚
は
月

〔肉
〕

十
却

（音

待
）
の
形
声
文
字
．
　

法
は
、
金
文
は
水

＋
薦
＋
去
の
会
意
文
字
↓
薦
は
古
代

の
裁
判
に
用
い
た
神
獣
の
意
味

．
裁
判
に
や
ぶ
れ
て
け
が
れ
た
薦
を
皮
袋
に
入

れ
て
水
に
投
じ
去
る
さ
ま
か
ら
、
お
き
て
の
意
味
を
表
す
。
法
は
濠
の
省
略
体
，

執
は
甲
骨
文

，
金
文
で
わ
か
る
よ
う
に
、
手
か
せ

（幸
）
に
手
を
と
ら
え
ら
れ

て
ひ
ざ
ま
ず
く
人
の
象
形
。
　

摯
は
手

十
執

（青
符
）
の
形
声
文
字
．

報
は
幸

＋
風
の
会
意
文
字
‘
　

詩
は
言
十
寺

（音
符
）
の
形
声
文
字
じ

侍
は
人
十
寺

（昔
符
）
の
形
声
文
字
ｃ
　

持
は
十

＋
寺

（音
符
）
の
形
声
文
字
，

時
は
日
＋
寺

（音
符
）
の
形
声
文
字
〓
　

待
は
イ

＋
寺

（音
符
）
の
形
声
文
字
ｒ

等
は
竹

十
寺

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
　

特
は
牛

＋
寺

（音
符
）
の
形
声
文
字
．

嚇
は
目
＋
赫

（音
符
）
の
形
声
文
字
。
赫
は
赤
＋
赤
の
会
意
文
字
．

赦
は
文

十
赤

（音
符
）
の
形
声
文
字
＾ヽ
　

越
は
走

＋
成

（音
符
）
の
形
声
文
字
，

起
は
走
十
己

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
　

趣
は
走

十
取

（音
符
）
の
形
声
文
字
、．

超
は
走

十
召

（音
符
）
の
形
声
文
字
、^

赴
は
走

＋
卜

（音
符
）
の
形
声
文
字
．

徒
は

一一説
文
解
字
一
は
な
で
、
そ

＋
土

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
土
は
つ
ち
の

意
味
。
道
を
行
く
と
き
乗
物
に
乗
ら
ず
上
を
ふ
ん
で
歩
く
の
意
味
を
表
す
，
ま

た
初
形
は
辻
に
作
り
、
Ｌ
＋
上

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
土
は
社
の
意
で
「
引

と
そ
の
社
に
属
す
る
も
の
を
徒
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
ぅ
徒
は
俗
字
と
さ
れ
て

「士」と「土」の書き分けについて

で
、
人
が
お
か
に
の
ぼ
る
の
意
味
を
表
す
。
ま
た
菱
は
突
と
久
と
に
従
う
会
意

文
字
。
史
（
は
聖
地
に
神
を
迎
え
る
建
物
の
形
。
こ
れ
に
久

（足
）
を
加
え
る
の

は
、
陵
越

・
凌
辱
の
意
で
あ
る
。
（自
川
）

勢
は
力

十
数

（音
符
）
の
形
声
文

字
。
数
は
、
甲
骨
文

・
金
文
で
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
人
が
若
木
を
持

つ
形
に

か
た
ど
り
、
う
え
る
の
意
味
を
表
す
。
金
文
の

一
種
に
は
、
若
木
が
木

・
ｔ
と

な
る
も
の
が
あ
り
、
の
ち
、
蒙
文
で
は
、
圭
に
変
形
し
た
。
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い
る
が
、
金
文
に
ま
た
そ
の
字
形
に
作
る
も
の
が
あ
る
．
（白
川
）

熱
は

ハ
十

数

（音
符
）
の
形
声
文
字
じ
数
は
数
の
具
体
字
で
、
然
に
通
じ
、
火
で
や
く
の

意
味
じ
火
を
付
し
、
あ
つ
い
の
意
味
を
表
す
ぅ
ま
た
数
と
火
と
に
従
う
会
意
文

ほ
こ
ら
の
あ
る
、
さ
と
の
意
味
を
表
す

　
暁
は
暁
の
新
字
体
‐
暁
は
日
十
尭
（青

符
）
の
形
声
文
字
．
尭
は
■
＋
几
の
会
意
文
字
．
一量
は
■
を
高
く
盛
る
の
意
味
．

死
は
高
く
て
上
が
平
ら
の
意
味
．
■
は
上
を
三
つ
重
ね
て
、
高
い
意
を
表
す
会

意
文
字
ｔ

垂
と
里
は
上
と
他
の
部
分
が

一
体
化
し
て
、
単
独
で
の
上
の
形
は
明
確
で
は
な
い
．

ま
た
垂
は
現
在
中
国
で
最
も
規
範
的
な
字
典
と
さ
れ
る

一新
華
字
典
一
で
は

「
垂
」

と
い
う
字
形

（四
本
の
横
画
の
う
ち
、　
一
番
長
い
の
は
上
か
ら
二
番
目
の
横
画
、
次

が

一
番
上
、
次
が
三
番
日
、　
一
香
下
の
横
画
が

一
番
短
い
）
に
な

っ
て
い
る
。
日
本

の
垂
の
字
形
は
、　
一
番
長
い
の
が
上
か
ら
二
番
目
の
横
画
、
次
が

一
番
下
、
次
が

一

番
上
、
上
か
ら
三
番
日
の
横
画
が

一
番
短

い
の
が

一
般
的
で
あ
る
ｔ
暁
で
は
三
つ
の

上
が

一
体
化
し
て
、
上
の
形
は
明
確
で
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
二

土
」
の
形
が
内
に
あ
る
常
用
漢
字

一
一
人
字
の
中
で
、
「
土
」

の
部
分
を
明
確
に
上
の
横
画
を
短
く
、
下
の
横
画
を
長
く
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

字
は
、
土
と
吐

・
社
、
そ
れ
と

「
土
」
が
漢
字
の
下
部

（脚
の
位
置
）
に
あ

っ
て
独

立
し
た
形
を
有
し
、
土
＋
■

（青
符
）
の
形
声
文
字
で
あ
る
基

・
型

・
堅

・
墾

・
塞

・

塾

・
塑

・
堕

・
墜

・
塗

・
堂

・
壁

・
墓

・
黒
■

塁
の
十
五
字
．
（「
土
」
が
脚
の
位
置

に
あ
る
と

「
土
」
の
形
が
明
確
に
な
る
こ
と
か
ら
じ
合
計
で
十
八
字
と
私
は
考
え
る
．^

■
＋
■

（音
符
）
の
形
声
文
字
で
も
、
「
土
」
が
漢
字
の
左
部

（偏
の
位
置
）
に
あ

る
字
は
、
下
の
横
画
を
左
下
か
ら
右
上
に
払
う
形

（ナ
）
で
あ
る
の
で
、
横
画
の
長

短
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
よ
い
．

圧
の

「
土
」
は
字
源
的
に
は
十
で
あ

っ
て
も
字
体
が
変
わ
り
、
上
＋
Ｆ

（音
符
）

の
形
声
文
字
と
は
い
え
な
い
し
、
Ｌ
と
字
形
の
似
て
い
る
在
の

「
ｉｌ１１
」
が
字
源
的
に

は
士
で
、
下
の
横
両
を
必
ず
長
く
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
、

字
。
数
は

「説
文
解
字
』
に

「種
う
る
な
り
」
と
あ

っ
て
、
種
芸
の
こ
と
を
示

す
字
．
植
木
の
繁
茂
に
は
温
熱
の
と
き
が
よ
ろ
し
く
、
熱
と
は
自
然
の
温
暖
な

る
気
候
を
い
う
。
（白
川
）

徒
は
初
形
と
は
異
な
る
字
体
で
あ
る
し
、
他
の
漢
字
の
中
の

「
土
」
の
部
分
は
、
ど

れ
も
字
源
的
に
は
上
で
は
な
い
．
寺
の

「
上
」
の
部
分
は
、
志
の

「士
」
の
部
分
と

字
源
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
．
寺
を
上
す
と
書
く
の
は
現
在
ご
く

一
般
的
で
あ
る
．

土
が
字
の
左
部

（偏
の
位
置
）
に
あ
る
漢
字

域

・
塩

。
塊

・
壊

。
堪

・
境

。
均

・
坑

・
埼

・
城

・
場

。
壌

。
増

・
堆

・
壇

・
地

・

塚

・
坪

・
堤

・
填

。
塔

・
培

・
坂

・
墳

・
塀

・
坊

・
堀

・
埋

塩
は
撥
の
新
字
体
．
陥
ユは
歯
＋
監

（音
符
）
の
形
声
文
字
．
常
用
漢
字
の
塩
は

俗
字
に
よ
る
。
他
の
漢
字
は
全
て
上
十
■

（音
符
）
の
形
声
文
字
．

以
上
、
常
用
漢
字
の

一
一
八
字
。

そ
の
他

垂

・
里

・
暁

垂
は
土
＋
千

（音
符
）
の
形
声
文
字
ご
千
は
、
草
木
の
花
や
葉
の
長
く
た
れ
さ

が
る
形
に
か
た
ど
る
。
　

里
は
田
＋
上
の
会
意
文
字
；
田
は
、
整
理
さ
れ
た
生

産
地
の
象
形
．
土
は
、
土
地
神
を
ま

つ
る
ほ
こ
ら
の
象
形
．
田
地

・
土
地
神
の
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圧

・
在
を
圧
′
二
社
の
よ
う
に
書

い
て
も
よ
い
年

そ
の
他
の

「
土
」
の
形
が
内
に
あ
る
常
用
漢
字
の
中
に
も
、
怪

・離
・挫
・座
・毀
・

封

（左
下
の

「
土
」
）
の
六
字
の
よ
う
に
、
「土
」
が
字
源
的
に
は
上
で
あ
る
字
が
あ

る
に
は
あ
る
が
、
字
源
的
に
は
土
で
な
い
字
の
方
が
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
り
、
六
字

の

「
土
」
だ
け
下
の
横
画
を
長
く
書
く
こ
と
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
．

お
わ
り
に

私
は
学
生
時
代
に
天
を
夭

と
上
の
横
画
を
短
く
書

い
た
た
め
に
レ
ポ
ー
ト
の
再

提
出
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
．
当
時
の
私
は
そ
う
書
い
て
も
全
く
問
題
の
な
い

こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
書
き
直
し
て
提
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
印
刷
文
字
の

字
形
の
細
部
に
こ
だ
わ

っ
て
、
そ
の
通
り
に
書
か
な
け
れ
ば

×
な
ど
と
教
え
て
る

教
員
が
多
数
い
る
．
そ
う
い
う
間
違

っ
た
漢
字
教
育
を
や
め
さ
せ
る
に
は
、
こ
れ
と

こ
の
漢
字
だ
け
は
横
画
の
長
短
を
明
確
に
書
き
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

以
外
の
漢
字
は
横
画
の
長
短
を
漢
字
の
正
誤
を
判
断
す
る
基
準
に
し
て
は
な
ら
な
い

と
、
教
員
に
明
確
な
基
準
を
示
す
し
か
な
い
。

前
書
き
に

「明
朝
体
の
う
ち
の

一
種
を
例
に
用
い
て

す印
刷
文
字
に
お
け
る
現
代

の
通
用
字
体
〓
を
示
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
常
用
漢
字
表
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は

印
刷
文
字
の
字
体
で
あ
る
。
印
刷
文
字
と
筆
写

（手
書
き
）
の
文
字
の
違
い
に
つ
い

て
は
、
前
書
き

，
０
字
体
に
つ
い
て
の
解
説

・
第
２
明
朝
体
と
筆
写
の
借
書
と
の
関

係
に
つ
い
て

に
い
く
つ
か
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
到
底
そ
れ
だ
け
で
は
筆

写
の
漢
字
の
正
誤
を
判
断
す
る
明
確
な
基
準
に
は
な
り
え
な
い
。

昭
和
二
十
四
年
に
当
用
漢
字
字
体
表
が
告
示
さ
れ
る
て
当
用
漢
字
字
体
表
に
示
さ

れ
た
字
体
は
常
用
漢
字
表
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、
六
十
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、

正
字
と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
。
（昭
和
五
十
六
年
に
告
示
さ
れ
た
常
用
漢
字
表
で

は
九
十
五
字
追
加
さ
れ
た
が
、
当
用
漢
字
字
体
表
で
示
さ
れ
た
字
体
が
改
め
ら
れ
た

の
は

一
字
で
、
燈
が
灯
と
な

っ
た
だ
け
で
あ
る
じ

よ
う
や
く
日
本
に
初
め
て
正
字

は
定
ま

っ
た
が
、
明
確
な
正
誤
の
基
準
が
な
い
と
い
う
の
が
、
現
状
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
明
確
な
基
準
の
な
い
状
況
で
、
漢
字
の
知
識
を
は
か
る
漢
宇
検
定
の
方
が
先

に
社
会
に
定
着
し
、
漢
字
教
育
の
混
乱
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
。
今
こ
そ
、
明
確
な

基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
３
私
は
そ
の
明
確
な
基
準
を
作
る

一
つ
の
試
み
と

し
て
こ
れ
を
書
い
た
。

尚
、
こ
の
小
論
は
全
国
漢
文
教
育
学
会
編
集

一一新
し

い
漢
字
漢
文
教
育
』
第

五
十
七
号

（平
成
二
十
五
年
十

一
月
発
行
　
研
文
社
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
論

「
漢
字

の
正
誤
を
判
断
す
る
観
点
」
を
書
く
た
め
に
作
成
し
た
資
料
に
手
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
，
基
準
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
「漢
字
の
正
誤
を
判
断
す
る
観
点
」
、
お
よ
び

平
成
二
十
六
年
十

一
月
に
発
行
さ
れ
る

「新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
一
五
十
九
号
に
掲

載
予
定
の

「漢
字
の
正
誤
を
判
断
す
る
観
点

（二
）
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
ぅ

江

（１
）
〒大
音
源
一
（二
玄
社
　
一
一〇
〇
七
年
）
よ
り

上

蜘

１
■
■

唐
九成宮醒泉銘

欧
陽
詢
の

「
九
成
宮
酷
泉
銘
」
は
楷
法
の
極
則
と
言
わ
れ
る
借
書
の
最
高
傑
作
で
あ
る
〓

（２
）
原
田
種
成
編

一漠
字
小
百
科
辞
典
一
（三
省
堂

一
九
八
九
年
）
一三
二
頁
参
照

（３
）
前
掲
注

（２
）
〓漢
宇
小
百
科
辞
典
一
　
一二
三
頁
参
照

江
守
賢
治
著

「解
説
字
体
辞
典
一
（三
省
堂

一
九
八
六
年
）
一二
一
～
三
五
頁
参
照

一新
華
字
典
一

の
字
形
は
、
大
と
下
の
横
画
が
長

い
字
形
に
な

っ
て
い
る
．

「士」と「上」の書き分けについて

●

住
唐 欧陽詢
九成宮酸泉銘
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